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白 石 市 立小 原 小 学 校
教 育 目 標

目 指 す 子 ど も 像 目 指 す 学 校 像

　市内の各小学校では、学習指導要領の狙いを受け「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動を行い、
特色ある学校づくりを進めています。
　「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解するとともに協力し合える姿を目指し、教育活動の紹
介を行っています。今月は小原小学校です。

心豊かでたくましい児童の育成

○学び合う学校　○育ち合う学校　○きたえ合う学校
○進んで学習する子
○明るく思いやりのある子
○進んで体をきたえる子

●複式学級を核とした学力向上の取り組み
　3・4年生の複式学級では、全教員の協力
体制の下で学習指導が展開されています。
例えば、理科と算数は学年ごとに担任以外の
教員が指導し、複式学級の課題を少しでも
軽減しようとしています。また、朝の活動では
読書タイム、ドリルタイム、音楽タイムを設
け、「確かな学力」の定着を図っています。
●縦割り活動（チーム活動）の推進
　少人数のため、学年ごとの友人関係など

が固定化し、互いに刺激し合い、向上し合う
ことが希薄になりがちです。そこで全校を
縦割りで2つのチームに分け、年間を通し
てさまざまな活動を行い、得点を競うチー
ム活動を行っています。
（主なチーム活動）
　チーム集会、全校遠足、収穫祭、朝のマ
ラソン、縄跳び大会、全校給食、体育祭、チ
ーム清掃

●どきわくタイム
　総合的な学習の時間（どきわくタイム）
では、地域を素材に教材化を進めていま
す。地域の人や栽培活動、歴史を調べ、地
域の生活や文化を守り受け継ぐとともに、
新しい生活や文化を創造していくことので
きる資質や能力を育てるのが狙いです。積
極的に地域に飛び出して自然や生活に触
れるとともに、地域の皆さんをゲストティー
チャーやボランティアとして迎え、子どもた
ち一人ひとりが課題解決を図られるよう授
業を展開しています。また、「全校どきわく

タイム」として、1～6年生が栽培活動、福
祉関連活動、国際理解活動を行い、さまざ
まな学習や行事と関連させながら、狙いが
達成できるよう学習しています。学習した
ことは、「地域教材資料集」に蓄積してい
き、小原小学校の総合的な学習の資料とし
て活用しています。
●祖父母と遊ぼう
　児童がゲームを考え、地域の祖父母と一
緒に遊びました。皆さんは童心に返り楽し
く遊びました。
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●少人数を生かした学習活動

●小原地区体育祭
　小原公民館と小原小中学校との共催で
5月に小原地区体育祭を実施しています。
地域の老若男女が一堂に会し、盛大に催さ
れます。子どもたちは、学校の種目のほか、
地域の代表としての種目に参加するため
大忙しです。子どもたちが地域の皆さんに
見守られ、地域の一員として育っているこ
とが実感できる学校行事の一つです。

●地域・PTAとの合同行事

●地域に根ざした学習活動

　小学校教育から中学校教育への円滑な
移行と、児童生徒の豊かな人間性と生きる
力を育成するため、次の通り小中連携を推
進しています。
•推進委員会や学習指導部、特別活動部
などの小中教員による組織的な運営
•小中連携教育を推進するための、中学校
教員の専門性を生かした学習指導の工
夫（体育、音楽、算数、理科、英語）
•小中合同による給食会や避難訓練など
の児童生徒活動の実施と、授業の相互
参観や救急法研修会、児童生徒理解連
絡会議などの教員の連携活動実施

●小中連携による学習活動

ホームページで「学校は今!」をお伝えしています。ぜひご覧ください。

▲中学校教員の英語の授業を受ける6年生。ジ
ェスチャーを交え、分かりやすく教えていた
だきました。

▲全校どきわくタイムでの栽培活動。上級生が下
級生にサツマイモの苗の植え方を教えます。

▲体育祭の開会式で地域の方々と一緒に整列す
る児童たち。少し緊張ぎみ？
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輝いています。今のあなた

ＥＧまたはＰＤＦ形式に限ります）。
●応募資格　特になし。プロ・アマ
チュアを問いません。
●賞　特選１点（賞金・記念品、第
50回より公式キャラクターとして
印刷物などに使用）、準特選２点（賞
金・記念品）、入選３点（記念品）
【①②共通】
●応募規定　作品は未発表のものに
限ります。応募点数は１人１点まで。
作品の裏側に申込書を張り付け、郵
送してください。入賞作品の版権は
主催者に帰属し、応募作品は原則と
して返却しません。ただし①につい
て返却を希望される場合は、返送料
（切手210円）を同封してください。
※応募用紙は事務局に用意している

　平成20年に50回の記念大会を迎
える全日本こけしコンクール。その
ポスターとキャラクターのデザイン
を募集します。ぜひご応募ください。
【①ポスターデザイン】
●応募資格　小中学生
●規格　画用紙４つ切り（38㎝×54
㎝）サイズを縦長に使用したもの。
クレヨン・絵の具どちらも可で、タ
イトルに「第50回全日本こけしコ
ンクール」と入れてください。
●賞　特選１点（図書券・記念品、
ポスターデザインに使用）、準特選
２点（図書券・記念品）、入選２点（記
念品）、佳作３点（記念品）
【②キャラクターデザイン】
●規格  自由。電子媒体も可（ＪＰ

●開催日時・内容
・第1回　8月29日（水）9:45 ～11:30
講話「感情の豊かさに支えられる子
どもの成長」
・第2回　9月5日（水）10:00 ～11:30
講話「コーチング…言葉が引き出す
子どもの可能性」
※講話のほか、情報交換（グループ
ワーク）や手遊

あそ

び・読み聞かせの実
技なども行います。
問社会教育課　022-1343

　来年の１月13日（日）に開催する
成人式の実行委員を募集します。社
会に貢献する成人としての自覚を持
ち、式の企画・運営に携わっていた
だける方は奮ってご応募ください。
●対象者　平成19年度に成人式を迎
えられる方（昭和62年4月2日から
昭和63年4月1日までに生まれた方）
●募集定員　若干名（申し込み多数
の場合は抽選となります）
●申込締め切り日　８月31日（金）
問中央公民館　026-2453・22-1343

　９月16日（日）に開催される姉妹
都市国際親善水泳大会に参加するた
め、オーストラリア・ハーストビル
市より訪問する選手たちのホスト
ファミリーを募集します。
　姉妹都市ハーストビル市の子ども
たちと国際交流してみませんか？
●ホームステイ日程（予定）
9月15日（土）～ 18日（火）　※3泊4日
●申し込み・問い合わせ先
（財）白石市文化体育振興財団事務局
（市庁舎2階生涯学習課内）022-1327

ほか、市のホームページからもダウ
ンロードできます。
●募集期間　8月1日（水）～ 10月19
日（金）　※必着
●審査・発表  主催者側で委嘱する
審査委員が11月中旬に審査し、11
月20日（火）に発表します。
※入賞者には直接通知します。
●作品展示　応募された全作品を第
50回全日本こけしコンクール会場
に展示するほか、入賞者の表彰式を
オープニングセレモニー時に実施す
る予定です。
●応募・問い合わせ先
〒989-0292　白石市大手町1-1
全日本こけしコンクール事務局
（商工観光課内）022-1321

第50回全日本こけしコンクール開催に伴うポスター・キャラクターデザイン募集

白石キャピタルオペレーション
基金助成対象事業募集

　身体や心の成長とともに社会性も
急速に発達するのが３歳ごろといわ
れいます。人間形成の基礎となる、
この時期のお子さんを持つ保護者の
方を対象に子育て支援学習会を開催
します。託児も行いますので、お気
軽にお申し込みください。
●対象者　市内在住の３歳児を持つ
保護者の方20名
●場所　中央公民館（講座室）
●参加費　無料

●募集期間　8月1日（水）～31日（金）
●対象事業　10月１日から来年３
月31日までに実施予定の、次に該
当する事業
①歴史文化研究伝承事業
②青少年交流事業
③スポーツ交流事業
④情報化推進事業
⑤そのほか、趣旨に沿う事業
※②③は対外交流や市全体の交流を
主としたものに限ります。
●申請者資格　原則として市内に居
住し、文化・スポーツ・情報化推進
活動を行っている個人や団体
●助成金額　年間の助成費の予算の
範囲内で個別に審査し、決定します。
ただし、１件当たりの助成額は、事
業に要した経費の２分の１以内を限
度額とします。
※ほかに市からの補助金などを受け
ている事業は該当しません。
●申請・問い合わせ先
（財）白石市文化体育振興財団事務局
（市庁舎2階生涯学習課内）022-1327
※申請用紙は、事務局に備え付けて
います。

子育て支援学習会「３歳児を持つ保護者のための講座」
受講生募集

国際親善水泳大会
ホストファミリー募集 成人式実行委員募集


